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研究成果の概要（和文）：本研究では、消滅の危機に瀕したツングース系諸言語について、ロシ
アや中国での実地調査による資料収集を行い、対訳テキストの印刷体での刊行と合わせて、コー
パス化（大量の電子データ集積）を推進した。また、これらのコーパスを活用して、記述的・類
型的研究を促進した。さらに、現地研究者や話者を招へいしてシンポジウムや講演会を開催し、
一般への普及と現地との連携をはかった。

研究成果の概要（英文）：In the present research project, we conducted fieldworks on the
Tungusic endangered languages in Russia and China. The collected materials were
transcribed and published with translation both for the scholarly and local use. The
electronic data of the materials are available as a corpus for the descriptive and
typological study of these languages. We invited foreign researchers and native speakers
to hold public meetings and lectures, which achieved a good effect to promote publicity
of the issue and cooperation with local community.
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１．研究開始当初の背景
(1) ツングース諸語： ツングース諸語は日
本の北方、サハリンから大陸のアムール川流
域、沿海州、中国東北部、さらに東部シベリ
アからカムチャツカに分布する、十ほどの同
系言語である。話し手の数は、多いもので数

万、少ないものでは数十人を数えるのみの極
小言語であり、ツングース諸語全体を合わせ
ても５万から、多く見積もっても十万を越え
ないと見られている。ほとんどは次世代への
継承の途切れた、消滅の危機に瀕した言語で
ある。
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(2) これまでの研究と継続の必要性： 本研
究の代表者津曲と分担者風間は、これまでさ
まざまな研究課題による調査の機会をとら
えてツングース諸語の実地調査による記述
研究に継続的に取り組んできたが、資料の収
集は緊急を要しており、対象と目的をしぼり
込んだうえで共同と分担の効率化をはかり、
収集と整理・刊行にあたる必要性を痛感して
きた。そこで次項にかかげるような目的のも
と、本研究の構想に至ったものである。

２．研究の目的
(1) 資料収集と記録： 日本語と日本文化の
北方起源を論じる際に、ツングース系の人々
との関係が古くから注目されてきた。しかし
ながらツングース諸語のほとんどは実質的
な文字記録を欠いたまま、長く続いた旧ソ連
および中国の閉鎖的な政策により、間接的・
断片的な情報しか得られない状況におかれ
てきた。外国人研究者が両国において曲がり
なりにも直接フィールドワークを行えるよ
うになったのは、ここ十数年のことでしかな
い。そのため、日本においてのみならず、世
界的に見ても、ツングースに関する研究は立
ち遅れていると言わざるを得ない。加えて、
急速な近代化の波を受けて、固有の言語は存
続の危機に立たされており、その記録は急務
である。本研究では、代表者らが行ってきた
実地調査による資料収集を発展継続し、その
記録を促進することを第一の目的とする。

(2) テキストの分析とコーパス化： 本研究
では、テキスト・データを収集・分析し、そ
のコーパス化をはかる。テキスト収集に特化
するのは、語彙や文法事項についてはすでに
一通りのデータが得られており、それをさら
に深化・精密化させるためにも、良質のテキ
ストを大量に収集しておくことが得策だと
判断されるからである。とりわけ話者の高齢
化が進むなか、限られた時間の中でできるだ
け言語の全貌を残そうとするならば、テキス
トのかたちが最善である。テキストには、語
彙はもちろん音韻・文法分析の材料が含まれ
ているばかりではなく、当該民族の伝統文化
や価値観といったものも読み取れる点で、言
語学資料にとどまらない価値を有している。
しかしながら、そのようなテキスト資料も、
だれもが利用できるかたちで公開されなけ
れば価値は半減する。本研究ではテキストの
文字化と翻訳、文法分析を並行して行い、音
声や電子データ形式を含めた利用可能な形
での刊行・公開をめざす。

(3) 現地への成果還元： 本研究は、このよ
うなかたちで研究推進に貢献することと並
んで、話者とそのコミュニティへの成果還元

も念頭においている。危機言語の調査研究に
おいて、今やこうした視点は不可欠なものと
なっているが、本研究の成果は現地コミュニ
ティにとっても利用できるよう、現地の文字
と翻訳も付したかたちで刊行し、提供する。
これにより協力体制の維持のみならず、現地
語教育の推進や啓発に資することが可能と
なる。

３．研究の方法
(1) 実地調査と話者等の招へい： 実地調査
で話者から伝承や文例を録音し、またその録
音をもとに音形や意味を確認する作業が中
心となる。話者自身の筆記した資料が利用で
きる場合は、それを十分に活用する。さらに
話者や研究者を招へいすることによって、作
業の共同と効率化をはかる。

(2) 収集資料の入力と加工： 収集資料は音
韻分析を加えて電子データ化するとともに、
日本語対訳やロシア語訳などを整備し、研究
者と現地コミュニティの双方にとって利用
可能な形にする。

(3) 刊行と公開： 冊子体のテキスト集を刊
行し、音声 CD も付したかたちで、内外の研
究者・研究機関の利用に供するとともに、現
地コミュニティの普及・教育用に配布する。
電子データはコーパスとして集積し、必要な
研究者に提供する。そのほか、研究会・講演
会・シンポジウムなどの機会を設けて、成果
の公開と普及をはかる。

４．研究成果
(1) 海外実地調査と招へい： 本研究期間の
４年間で、のべ１６件の海外実地調査を行っ
た（代表者８、分担者４、協力者４）。対象
言語はウイルタ語、ウデヘ語、ナーナイ語、
ウルチャ語（以上ロシア）、ソロン語（中国）
である。また３件５名の招へいを実施し、共
同作業と研究協力を行った。

(2) 研究会・シンポジウム等の開催： 本研
究代表者が主催するかたちで研究会（２回）
とシンポジウム、講演会を開催した。このう
ちシンポジウム「サハリンの言語世界」では
本研究で招へいしたロシア人研究者による
講演を含め、１２件の発表があった。また講
演会では、やはり本研究で招へいした３名の
話者による民族歌謡の実演も合わせて行い、
一般市民を含む聴衆に民族言語と文化の大
切さを啓発した。

(3) テキストの刊行とコーパス作成： 本研
究の経費で、のべ１０冊の原文テキスト集を



冊子体で刊行した。これらは代表者と分担者
が２０年来継続刊行してきた「ツングース言
語文化論集」シリーズとして、内外の研究
者・機関や現地関係者にも配布している。本
シリーズは、他に例を見ないツングース語資
料の集成として認知・注目されており、本研
究終了時点でちょうど５０冊に達した。今後
も号を重ねていく予定である。一方、刊行の
ための電子データはそのままコーパスとし
て利用可能であり、代表者らの研究に活用さ
れるとともに、すでに希望する研究者には提
供されている。
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